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未
来
を
予
測
す
る
に
は
２
つ
の
方
法

が
あ
る
。
一
つ
は
、
過
去
の
経
験
や
現

状
分
析
を
積
み
重
ね
て
未
来
を
予
測
す

る
「
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」と
い

う
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
目
標
と
な
る

状
態
を
ま
ず
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
現
在

を
振
り
返
っ
て
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え

る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」と
い

う
方
法
だ
。
変
化
が
大
き
く
、
遠
い
目

標
が
定
め
に
く
い
環
境
に
お
い
て
は
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
発
想
が
役

に
立
つ
。

　
本
研
究
で
は
こ
う
し
た
発
想
の
も
と
、

２
０
３
０
年
の
観
光
産
業
の
姿
を
想
定

し
、
宿
泊
業
や
地
域
に
お
け
る
中
長
期

的
な
戦
略
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
最
新
の
『
じ
ゃ
ら
ん
宿

泊
旅
行
調
査
』な
ど
に
よ
る
現
状
デ
ー

タ
と
、
国
が
発
表
す
る
推
定
デ
ー
タ
を

も
と
に
量
的
変
化
を
予
測
、
新
た
に
実

施
し
た
『
訪
日
外
国
人
観
光
体
験
需
要

調
査
』を
も
と
に
考
え
ら
れ
る
質
的
変

化
を
と
ら
え
る
。
こ
う
し
た
材
料
に
ユ

ー
ザ
ー
や
識
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

得
ら
れ
た
知
見
を
交
え
な
が
ら
、
今
後

の
ニ
ー
ズ
や
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
考

え
て
い
く
。

2
0
3
0
年
の
業
界
の
姿
を

見
据
え
て
打
ち
手
を
考
え
る

重要指標の
統計的予測分析

既存調査結果の
再分析

⼈⼝／⽣涯未婚率／訪⽇外国⼈数／
訪⽇外国⼈宿泊数／訪⽇外国⼈消費
額など

「じゃらん宿泊旅⾏調査2017」の
調査結果よりニーズなどを再分析

本研究の手法

グローバル定量調査
「訪⽇外国⼈
観光体験需要調査」
新たなニーズを把握するため⽇本およ
び主要海外5か国（韓国、中国、アメ
リカ、インド、ドイツ）訪⽇旅⾏経験
者に対しグローバル調査を実施

識者
インタビュー

業界識者
インタビュー

グループ
インタビュー

ユーザー
インタビュー

じゃらんリサーチセンター
 「2030年観光の未来需要予測研究」より

少子高齢化、人口減少、需要減への不安—
日本経済の多くの市場が縮小へと向かう中、
外国人旅行者の旺盛な訪日意欲に支えられ、成長産業となっている観光。
しかし、市場には競合の参入も増え、状況は著しく変化し続けている。
オリンピックで見込まれる特需を超えたあと、
観光産業は、また地域はどうなっていくのか？
2020年以降の世界を見通すべく、基準を2030年に置き、
持つべき中長期視点を検討してみた。
イラスト＝武曽宏幸　調査協力＝株式会社サーチライト

観光の 未来
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
8

話
題
を
呼
ぶ
、
人
を
呼
ぶ

注
目
の
温
泉
地

16

　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん﹁jalan

﹂
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、﹁
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プ

ロ
セ
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﹂
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ブ
ラ
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か
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旅
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す
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な
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の
意
味
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な
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ま
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
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﹁
あ
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が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
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ま
か
し
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※日本人宿泊旅行の推計値は「じゃらん宿泊旅行調査2017」をベースに、当該年の4月〜翌年3月までの年度。訪日外国人の推計値はJNTO「訪日外国人数」をベースに、その年の数値を
推計に使用

※訪日外国人観光客宿泊数は、観光庁の発表している平成28年「訪日外国人消費動向調査」をもとに1人あたりの宿泊平均日数6.0をかけたものを採用
※クルーズによる訪日分を除いたものを参考値として示す。数値は2016年の199万人（実績）および2020年の目標500万人を参考に推計

※2016年度のデータは「じゃら
ん宿泊旅行調査2017」より
引用（帰省や出張、修学旅行
を除く観光による宿泊旅行）

※2030年度については社会
保障・人口問題研究所人口
予測「20～79歳日本人人口」
の数値をもとに算出

※平均旅行回数（2.78回）、平
均泊数（1.68泊）は2004〜
2016年度の平均値を採用

※宿泊旅行実施率は、「ベース
推計」については2016年の
54.8％を採用、低位推計は、

「じゃらん宿泊旅行調査」よ
り得られた宿泊旅行実施率
の微減トレンドを単回帰分析
で予測し、独自基準で補正し
たもの

表1　日本人の国内宿泊旅行　延べ宿泊旅行者数推計

ベース推計年代別2016年度比　30代：▲17.7％、40代：▲27.4％　50代：+12.3％

ベース推計

低位

2016年度 2030年度 差（万人） 差（％）

1億4,358万人
1億2,945万人

1億1,223万人

-1,413

‐3,135

-9.8

‐21.8

表2　日本人の国内宿泊旅行　延べ宿泊数

ベース推計年代別2016年度比　30代：▲21.9％、40代：▲31.2％　50代：+12.8％

ベース推計

低位

2016年度 2030年度 差（万泊） 差（％）

2億5,308万泊
2億1,688万泊

1億8,803万泊

-3,620

‐6,505

‐14.3

‐25.7

表3　訪日外国人観光旅行者　政府目標と推計値

※JNTO「訪日外国人数」の数値に、観光目的来日者の比率を適用。単回帰分析をベースとし、独自に推計を実施
※東京オリンピックボーナスは考慮していない
※訪日外国人のうち、観光目的による来訪のみを想定
クルーズによる訪日外国人数については、2016年までの実績および2020年の国の目標である500万人達成を想定して比率を設定、推計した

（参考）2020年

低位

ベース推計

3,382万人

2億292万泊

1億7,633万泊

低位

中国（－）②

3,795万人

2億2,722万泊

1億9,356万泊

政府目標

レベル

条件

人数

泊数

泊数（クルーズ除く）

2030年
3,500万人（観光客のみ） 5,250万人（観光客のみ）

高位

ヨーロッパ（＋）①

3,439万人

2億633万泊

1億7,292万泊

中位

ベース推計

6,045万人

3億6,269万泊

3億829万泊

高位

ヨーロッパ（＋）①、インド（＋）③

6,454万人

3億8,724万泊

3億2,916万泊

　

ま
ず
は
日
本
人
国
内
旅
行
者
に
関
す
る

数
字
を
見
て
み
よ
う
。
２
０
１
６
年
度
と

比
較
し
て
、
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数（
表
１
）

は
９
・
８
％
、
延
べ
宿
泊
数
（
表
２
）は

14
・
３
％
と
い
ず
れ
も
減
少
。
た
だ
し
こ

の
値（
ベ
ー
ス
推
計
）は
、宿
泊
旅
行
実
施

率
は
2
0
1
6
年
度
と
同
率
、
平
均
旅
行

回
数
、
宿
泊
数
は
過
去
平
均
と
同
じ
と
想

定
し
た
場
合
の
も
の
で
あ
り
、
最
近
の
宿

泊
旅
行
実
施
率
の
微
減
ト
レ
ン
ド
を
加
味

す
る
と（
低
位
推
計
）、延
べ
宿
泊
旅
行
者

数
は
21
・
８
％
、
延
べ
宿
泊
数
で
は
25
・
７

％
と
さ
ら
に
落
ち
込
む
可
能
性
も
あ
る
。

　

日
本
全
体
の
人
口
比
率
の
予
測
（
図

１
）に
よ
る
と
、
２
０
３
０
年
に
は
、
現

在
人
数
の
多
い
30
〜
40
代
が
大
き
く
減
り
、

50
代
に
な
っ
た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
中
心
と
な
る
。
こ
の
予
測
を
国
内

旅
行
者
数
に
当
て
は
め
る
と
、
年
代
別
で

は
30
代
と
40
代
が
約
２
割
〜
３
割
減
少
、

代
わ
り
に
50
代
が
１
割
以
上
増
加
し
て
市

場
の
６
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
旅

行
を
除
く
観
光
客
数
の
み
で
推
計
。
政
府

目
標
と
比
較
す
る
と
、
２
０
２
０
年
時
点

で
は
目
標
に
達
し
な
い
が
、
２
０
３
０
年

は
目
標
の
５
２
５
０
万
人
を
大
き
く
上
回

る
見
込
み
だ
（
表
３
）。さ
ら
に
①
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
誘
客
に
成
功
し
た
場
合
、
②

政
治
的
環
境
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
中

国
か
ら
の
旅
行
者
数
が
、
東
日
本
大
震
災

後
の
２
０
１
２
年
並
み
と
な
っ
た
場
合
、

③
①
に
加
え
中
間
所
得
層
の
増
え
る
イ
ン

ド
か
ら
の
誘
客
が
増
え
た
場
合
の
３
パ
タ

ー
ン
で
も
推
計
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
と

く
に
中
国
人
観
光
客
の
動
向
の
影
響
は
大

き
く
、
落
ち
込
み
が
あ
る
と
目
標
を
大
幅

に
下
回
る
。

　

さ
ら
に
国
内
旅
行
者
、
訪
日
外
国
人
観

光
客
の
双
方
に
つ
い
て
、
延
べ
宿
泊
旅
行

者
数
と
延
べ
宿
泊
数
を
比
較
し
た
。

　

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
（
図
２
）は
、２
０

３
０
年
の
段
階
で
も
日
本
人
が
訪
日
外
国

人
の
約
２
倍
と
多
い
が
、
訪
日
外
国
人
は

１
人
あ
た
り
の
宿
泊
数
が
多
い
た
め
、
延

べ
宿
泊
数
（
図
３
）は
２
０
２
２
年
の
段

階
で
逆
転
。
２
０
３
０
年
に
は
日
本
人
の

１
・
７
倍
（
ク
ル
ー
ズ
客
を
除
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
値
で
１
・５
倍
）と
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
を
も
と
に
、
日
本
人
国

内
旅
行
者
と
訪
日
外
国
人
観
光
客
双
方
の

経
済
効
果
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
１

６
年
に
日
本
人
対
訪
日
外
国
人
＝
７
対
３

だ
っ
た
経
済
効
果
は
、
２
０
３
０
年
に
は

２
対
３
と
逆
転
。
さ
ら
に
訪
日
外
国
人
の

消
費
額
が
今
後
上
昇
す
る
と
い
う
予
測
の

も
と
、
観
光
庁
が
目
標
と
す
る
消
費
額
平

均
で
あ
る
25
万
円
を
適
用
す
る
と
、
訪
日

外
国
人
に
よ
る
経
済
効
果
の
総
額
は
15
兆

円
に
上
る
。

　

た
だ
し
地
方
部
で
は
訪
日
外
国
人
が
日

本
人
国
内
旅
行
者
を
上
回
る
こ
と
は
な
く
、

引
き
続
き
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
主
と
な

る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
も
あ
る
。
全
体
と

し
て
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し

つ
つ
シ
ニ
ア
中
心
に
シ
フ
ト
す
る
の
に
対

し
、
若
年
層
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
が
主
に
都
市
圏
を
中
心
に
拡
大
す
る
と

い
え
そ
う
だ
。

日
本
人
の
延
べ
宿
泊
数
は

楽
観
予
測
で
も
約
14
％
減

訪
日
外
国
人
に
よ
り
国
内
市
場
の

１
・
５
倍
の
経
済
効
果
を
予
測

２
０
３
０
年
、
旅
行
市
場
の
規
模
や
そ
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

日
本
人
国
内
旅
行
者
と
訪
日
外
国
人
観
光
客
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
推
計
値
を
も
と
に
、

現
在
の
旅
行
市
場
か
ら
の
量
的
変
化
を
捉
え
て
み
た
。

日
本
人
観
光
客
は
6
割
が
50
歳
以
上
、

訪
日
外
国
人
宿
泊
数
は
日
本
人
の
１
・
７
倍
に

2030年 観光の未来

※日本人国内旅行者については宿泊旅行者のみ。「じゃらん宿泊旅行調査2017」より引用　※2016年データの経済効果額は項目別平均値の足しあげのため、四捨五入により端数が異なる
※訪日外国人観光客の消費額平均は、観光庁平成28年「訪日外国人消費動向調査」観光・レジャーの平均値、および観光庁の目標数値より適用

表4　日本人国内旅行者と訪日外国人観光客数の経済効果比較
日本人国内旅行者

延べ宿泊旅行者数

1億4,358万人

1億2,945万人

2,105万人

6,045万人

4万9,300円

2016年を適用

15万5,017円

2016年を適用

25万円

7兆878億円

6兆3,819億円

3兆2,631億円

9兆3,707億円

15兆1125億円

2016年

2030年

消費額平均 消費額平均延べ宿泊旅行者数経済効果 経済効果

訪日外国人観光客

観光庁2030年の
目標数値を採用

図3　延べ観光旅行宿泊数推計

日本人宿泊数

訪日外国人観光客宿泊数
（クルーズ客を除いたシミュレーション値）

訪日
外国人観光客
宿泊数

図1　日本国内の人口比率の変化

※2012～2017年のデータは総務省統計局「住民基本台帳に基づく人口、人口動態および世帯数調査」より20歳～79歳日本人人口
※2018～2030年のデータは社会保障・人口問題研究所人口予測より20～79歳日本人人口

6.7
8.4

13.3
27.3
25.6

494.3
474.5
431.9
352.3
398.9

528.4
500.3
474.3
368.8
414.3

548.9
532.7
501.1
393.8
432.5

602.9
564.5
535.3
435.2
477.8

616.8
616.6
576.0
512.8
515.7

634.4
617.4
624.9
585.1
555.8

720.9
653.8
618.2
621.8
585.7

803.9
737.5
652.1
625.6
624.4

962.3
838.2
734.6
670.6
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733.3
810.5

744.2
923.3
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表6　「今後経験・実施したいこと」因⼦分析の結果と得点

※「訪⽇外国⼈観光体験需要調査」より。117種類の「今後経験・実施してみたいもの」（＝ニーズ）を、⽇本⼈、および外国⼈あわせて因⼦分析
※ピンク網掛けは0.1以上で1位の国、青の網掛けは0.1以上で2位の国、水色の網掛けは0.1以上で3位の国（縦に比較）

日本
韓国
中国
アメリカ
インド
ドイツ

特別体験・アクティビティ ベーシック旅行 和体験 文化 テーマパーク

0.12

‐0.26

‐0.34

‐0.11

‐0.09

‐0.43

‐0.28

0.01

0.61

0.88

1.19

0.24

‐0.18

‐0.13

0.12

0.71

0.90

0.21

‐0.20

0.20

0.26

0.70

0.63

0.23

‐0.02

0.01

0.02

0.09

0.28

‐0.19

　

今
後
の
旅
行
者
の
質
的
な
変
化
（
ニ
ー

ズ
の
変
化
）を
予
測
す
る
た
め
に
、
じ
ゃ

ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に

『
訪
日
外
国
人
観
光
体
験
需
要
調
査
』を
実

施
し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
、
訪
日
外
国

人
全
体
の
中
で
も
シ
ェ
ア
の
高
い
中
国
、

韓
国
、
欧
米
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
、

今
後
中
間
層
の
拡
大
で
来
訪
者
増
が
期
待

さ
れ
る
イ
ン
ド
の
５
市
場
。
日
本
人
に
同

じ
調
査
を
実
施
し
、
両
者
を
比
較
し
つ
つ

ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
。

　

ま
ず
先
に
日
本
人
に
つ
い
て
見
て
お
こ

う
。
現
状
の
日
本
人
国
内
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
は
、
最
新
の
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調

査
』の
再
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
本
誌
２
０
１
７
年
12
月
号
で
も
紹
介
）。

具
体
的
に
は
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
旅
に「
緊

張
解
消
」「
関
係
強
化
」「
娯
楽
追
求
」を
求

め
て
い
て
、
旅
行
頻
度
や
旅
行
へ
の
意
識

の
高
さ
と
関
わ
り
な
く
誰
も
が
似
た
よ
う

な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
で
、「
自

己
成
長
」「
知
識
増
進
」な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ

は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
今
回
の
調
査
の
日
本
人
に

関
す
る
結
果
を
見
て
み
る
と
、「
今
後
経

験
・
実
施
し
て
み
た
い
も
の
」に
つ
い
て
は

年
代
別
に
違
い
が
あ
っ
た
。
50
代
で
は
温

泉
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
。
30
〜
40
代
で
は
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
祭
り
、
絶
景
な
ど
比
較

的
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
並
ん
だ
（
図
４
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
日
本
人
の
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な

い
が
、
年
代
別
の
構
成
比
の
変
化
に
応
じ

て
若
干
の
変
化
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

50
代
が
全
旅
行
者
の
６
割
を
占
め
る
２
０

３
０
年
に
は
、
従
来
の
宿
、
食
、
温
泉
な

ど
定
番
ニ
ー
ズ
に
加
え
、「
神
社
・
仏
閣
」

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

（
図
５
）。

　

訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
１
１
７
項

日
本
人
は
全
体
の
高
齢
化
に
よ
り

「
神
社
・
仏
閣
」
ニ
ー
ズ
が
増

年
代
、
国
籍
な
ど
旅
行
者
全
体
の
構
成
比
率
が
変
わ
れ
ば
、
ニ
ー
ズ
の
割
合
も
変
わ
る
。

日
本
人
国
内
旅
行
者
は
高
齢
化
し
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
で
、

求
め
ら
れ
る
旅
行
の
中
身
は
ど
う
変
わ
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
要
素
減
少
も
基
本
は
変
わ
ら
な
い
日
本
人
の
旅

よ
り
体
験
に
シ
フ
ト
し
そ
う
な
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
旅

図4　日本人の旅行ニーズの現状と予測

※「訪日外国人観光体験需要調査」より

50代のニーズが強い
増加ニーズ

□温泉
□神社・仏閣

「日本らしい旅行」ニーズ

30〜40代のニーズが強い
減少ニーズ

□心身を癒す、リフレッシュする
□環境を変えて気分転換をする
□絶景を観に行く
□郷土料理以外でそこにしかない料理を食べる
□家族や恋人と絆を深める
□親孝行ができる
□有名・ハイクラスな宿に泊まる
□旅館に泊まる
□祭りを楽しむ
□テーマパーク

「若いアクティブ旅行」ニーズ

図5　図日本人の旅行ニーズの現状と予測

※現状については「じゃらん宿泊旅行調査2017」再分析およびグループインタビュー結果より

緊張解消

リフレッシュ、
現実逃避

関係強化

家族・夫婦・
カップル・友人旅行

娯楽追求

食、
エンタテインメント

旅行頻度や意識に関係なく
強力かつ強固なニーズ

自己成長

自分探し、
日本一周

知識増進

趣味探究、
歴史街歩き

現状はきわめて少なく
ニッチなニーズ

現状

2030年 □変わらず旅⾏ニーズとして残る（宿・⾷・温泉）
□メイン市場となる50代を中⼼に「温泉」「神社・仏閣」ニーズ

がより強まる

□打ち⼿なしでの拡⼤は難しい
□新たな地域資産の発掘＋楽しみ⽅の

提供や外国⼈による地域再評価によ
って拡げられる可能性も？

表５　今後、訪日旅行で経験・実施したいことベスト10（国別） （単位＝％）

温泉（療養とは関係なし）

心身を癒す、リフレッシュ旅行

紅葉を楽しむ

絶景を観に行く

郷土料理を食べる

自然景観を楽しむ

桜を楽しむ

郷土料理以外でそこにしかないおいしいものを食べる

有名・ハイクラスな宿に泊まる

家族や恋人などと絆を深める

58.0

50.7

39.4

37.2

36.0

35.5

33.4

29.8

29.8

28.5

日本 （n=1030）

1

2

3

4

5

6

7

8

8

10

電化製品の買物

自然景観を楽しむ

ファッション類の買物

富士山

温泉（療養とは関係なし）

スキー・スノボ

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム

桜を楽しむ

心身を癒す、リフレッシュ旅行

田舎暮らしを体験する

47.0

43.0

40.0

39.0

35.0

33.0

31.0

31.0

30.0

30.0

 中国 （n=100）

1

2

3

4

5

6

7

7

9

9

心身を癒す、リフレッシュ旅行

温泉（療養とは関係なし）

日本庭園の散策

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

秘境を訪ねる

自然景観を楽しむ

地方のひなびた日本の原点の風情を味わう

ファッション類の買物

祭りを楽しむ旅行

47.0

43.0

39.0

36.0

36.0

35.0

33.0

32.0

31.0

30.0

 韓国 （n=100）

1

2

3

4

4

6

7

8

9

10

心身を癒す、リフレッシュ旅行

世界遺産をめぐる

電化製品の買物

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム

お遍路・札所めぐり

自然景観を楽しむ

ファッション類の買物

川下り

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

44.0

41.0

41.0

39.0

37.0

36.0

36.0

35.0

35.0

35.0

 インド （n=100）

1

2

2

4

5

6

6

8

8

8

日本庭園の散策

自然景観を楽しむ

桜を楽しむ

お城

滝・渓流

神社・仏閣

心身を癒す、リフレッシュ旅行

富士山

世界遺産をめぐる

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム

美術館・博物館

現地の歴史・遺産にふれる旅行

33.0

31.0

31.0

31.0

29.0

28.0

26.0

25.0

25.0

24.0

24.0

24.0

ドイツ （n=100）

1

2

2

2

5

6

7

8

8

10

10

10

お城

心身を癒す、リフレッシュ旅行

温泉（療養とは関係なし）

自然景観を楽しむ

現地の歴史・遺産にふれる旅行

郷土料理を食べる

日本一周旅行

滝・渓流

日本庭園の散策

古墳

電化製品の買物

 アメリカ （n=100）

1

2

3

4

5

6

7

8

8

10

10

49.0

47.0

44.0

43.0

42.0

40.0

38.0

37.0

37.0

36.0

36.0

「訪日外国人観光体験需要調査」
日本の観光資源のポテンシャルを探るため、日本人と
外国人に対し同様の調査票で①と②の調査を行った。

調査対象者

回収数
（割付）

調査方法

調査期間

❶日本人の調査

□中国、韓国、アメリカ、ドイツ、インド国
籍の20歳以上の男女（株式会社クロス・
マーケティングの登録・提携モニター）

□観光目的で日本に旅行をした経験を
持つ人

□訪日経験は最長で5年以内に限定
　直近１年以内221人（44.2％）
　直近２年～３年以内187人（37.4％）
　直近４年～５年以内92人（18.4％）

□各国100人×５カ国 計500人
□各国ごとに性別・年代（20代／30代／

40代／50歳以上）で均等割付（端数
が発生するため実際の回収数は以下）

　男性20代12人、男性30代12人、
　男性40代13人、男性50以上13人
　女性20代12人、女性30代12人、
　女性40代13人、女性50以上13人
　計100人

2017年11月13日(月)～
2017年11月21日(火)

❷訪日外国人の調査

全国20歳以上の男女（株式会社マクロ
ミルの登録モニター）

性別・年代（20代／30代／40代／50代
／60歳以上）により均等割り付け
各103人
計1,030人

インターネット調査

2017年11月15日(水)～
2017年11月17日(金)

調査対象者

回収数
（割付）

調査期間

調査概要

「じゃらん宿泊旅行調査2017」
2016年度の出張・帰省・修学旅行等を除く日本人国
内旅行実態を調べた。

国内在住の20～79歳の男女（株式会社
マクロミルの登録モニターから都道府県
別・性年代別に抽出）

インターネット調査

2017年4月3日（月）
～2017年4月25日（火）

□1次調査
　70,000人回収
　※回答の中から20,000件を抽出し、
　性年代別の宿泊旅行実施率を分析
□2次調査
　宿泊旅行実施者15,555サンプル、旅

行件数30,831件

調査対象者

調査方法

調査時期

サンプル数

2030年 観光の未来

訪
日
外
国
人
の
体
験
ニ
ー
ズ
が

日
本
人
の
ニ
ー
ズ
減
を
補
う

2030年

質的変化
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表8　2030年量的・質的変化のまとめ
日本人国内旅行

1億2,945万人（2016年から1割減）
※低位では2割超減

2億1,688万泊

6兆円
※2016年は約7兆円

大きな変化はなく「宿」「食」「温泉」ニーズ
は継続。キーワードは「旅のシームレス化」

延べ宿泊旅行者数推計

延べ宿泊数推計

観光客の旅行消費額推計

旅行ニーズ

訪日外国人観光客
6,045万人
※高位で6,454万人、低位で3,795万人

3億6,269万泊
※クルーズを除くと3億829万泊

9兆円
※2016年は約3兆円

「体験」。来訪経験の高まりと共に「ディー
プな地域体験」「異文化日常体験」に変化

図6　増加する旅行ニーズ

※「訪日外国人観光体験需要調査」より

増加する
日本人の旅行ニーズ
（再掲）

□温泉
□神社・仏閣

増加する
訪日外国人の旅行ニーズ
（5カ国合算、日本の数値を15pt以上上回るもの）

□電化製品・消耗品・ファッション類の買物
□都市公園・⽇本庭園の散策
□皇居ラン
□現地の⼈の暮らしぶりにふれる
□⽥舎暮らしを体験する
□廃墟⾒学
□賑やかな雑然とした繁華街を楽しむ
□ウェルネス（ヘルス）ツーリズム
□ロボットレストラン
□地⽅のひなびた⽇本の原点の⾵情を味わう
□古墳

目
か
ら
尋
ね
た
ニ
ー
ズ
の
う
ち
、
上
位
を

国
別
に
見
て
み
よ
う
（
表
５
）。
韓
国
は
、

消
耗
品
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
買
物
の
ほ
か

「
地
方
の
ひ
な
び
た
風
情
」や
「
秘
境
」な

ど
地
方
に
も
関
心
を
寄
せ
た
。
中
国
で
は
、

家
電
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
類
の
買
物
に
加
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
医
療
観
光
に
も
関
心
が

あ
る
。
文
化
的
に
日
本
と
遠
い
ア
メ
リ
カ

や
イ
ン
ド
で
は
、
日
本
特
有
の
「
お
城
」

「
郷
土
料
理
」「
古
墳
」「
お
遍
路
」が
ラ
ン

ク
イ
ン
。
日
本
同
様
高
齢
化
社
会
で
あ
る

ド
イ
ツ
で
は
ア
ー
ト
や
文
化
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
１
１
７
項
目
を
因
子

分
析
し
た
と
こ
ろ
、「
特
別
体
験
・
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
」「
ベ
ー
シ
ッ

ク
旅
行
」「
和
体
験
」

「
文
化
」「
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」の
５
つ
の
因
子
が

得
ら
れ
た
。
訪
日
外
国

人
の
場
合
は
「
ベ
ー
シ

ッ
ク
旅
行
」を
除
く
４

因
子
で
ス
コ
ア
が
高
く
、

食
を
含
め
た
体
験
ニ
ー

ズ
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

国
別
で
は
、
ま
ん
べ
ん

な
く
何
で
も
や
り
た
い

中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
に
対
し
、
ド
イ
ツ

は
和
体
験
へ
の
関
心
が

高
い
。
興
味
深
い
の
は

リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
韓
国
で
、
全
体
と
し

て
は
日
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
近
い
の
だ
が
、

「
都
市
公
園
の
散
策
」や
ワ
ン
コ
イ
ン
グ
ル

メ
と
い
っ
た
日
本
人
の
日
常
、「
秘
境
」

「
地
方
の
風
情
」な
ど
デ
ィ
ー
プ
な
地
域
情

報
へ
の
関
心
が
見
て
取
れ
る
。
和
体
験
や

文
化
へ
の
関
心
は
、
来
訪
経
験
を
重
ね
る

と
と
も
に
デ
ィ
ー
プ
な
地
域
体
験
、
異
文

化
の
日
常
体
験
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
る

よ
う
だ
（
表
６
）。

　

飲
食
し
て
み
た
い
も
の
（
表
７
）に
つ

い
て
は
、
全
体
的
に
寿
司
や
天
ぷ
ら
が
上

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
韓
国
は
ワ
ン
コ
イ
ン

フ
ー
ド
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、

こ
こ
で
も
「
異
文
化
の
日
常
」へ
の
関
心

が
感
じ
ら
れ
る
。
中
国
は
海
鮮
、
イ
ン
ド

は
穀
物
や
果
物
、
野
菜
が
中
心
。
と
く
に

イ
ン
ド
で
は
「
ぶ
ど
う
」「
い
ち
ご
」な
ど

高
級
フ
ル
ー
ツ
の
ヒ
ッ
ト
を
予
感
さ
せ
る

結
果
が
出
た
。

　

日
本
人
と
の
旅
行
ニ
ー
ズ
比
較
で
目
立

っ
た
の
は
、
買
物
、
散
策
、
皇
居
ラ
ン
や

ロ
ボ
ッ
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
日
本
な

ら
で
は
の
体
験
や
、
田
舎
暮
ら
し
、
現
地

の
人
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
な
ど
地
域
に
お

け
る
特
別
な
体
験
。
日
本
人
で
減
少
す
る

「
若
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
行
」（
図
４
参
照
）

へ
の
ニ
ー
ズ
を
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
こ

う
し
た
「
体
験
」ニ
ー
ズ
が
補
う
形
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぶどう

いちご

チャーハン

さくらんぼ

おにぎり

生の野菜

懐石料理

カレーライス・シチュー

豆乳

回転寿司

57.0

42.0

41.0

41.0

34.0

34.0

33.0

33.0

33.0

31.0

1

2

3

3

5

5

7

7

7

10

 インド （n=100）

天ぷら

カレーライス・シチュー

日本茶（煎茶）

エビフライ

ぶどう

トルコライス

いなり寿司

コロッケ・メンチカツ

いちご

精進料理

江戸前寿司

なめろう

しっぽく料理

タコライス

おこし

さくらんぼ

25.0

25.0

23.0

22.0

22.0

21.0

20.0

20.0

20.0

19.0

19.0

19.0

19.0

19.0

19.0

19.0

ドイツ （n=100）

1

1

3

4

4

6

7

7

7

10

10

10

10

10

10

10

回転寿司

刺身

エビフライ

そば

天ぷら

コロッケ・メンチカツ

懐石料理

とんかつ

うどん

ちゃんぽん

カステラ・ボーロ

46.0

43.0

43.0

42.0

39.0

37.0

36.0

35.0

29.0

28.0

28.0

 韓国 （n=100）

1

2

2

4

5

6

7

8

9

10

10

懐石料理

刺身

天ぷら

江戸前寿司

うな重

すき焼き

伊勢海老

しゃぶしゃぶ

海鮮丼

そば

48.9

44.5

40.5

37.9

35.1

33.8

33.7

30.8

30.2

28.3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日本 （n=1030）

江戸前寿司

回転寿司

刺身

煎餅・おかき

エビフライ

スープカレー

なめろう

おこし

とんかつ

カキフライ

トルコライス

36.0

34.0

34.0

33.0

31.0

30.0

29.0

28.0

27.0

27.0

27.0

1

2

2

4

5

6

7

8

9

9

9

 中国 （n=100）

天ぷら

懐石料理

とんかつ

いちご

スープカレー

ぶどう

精進料理

ちらし寿司

トルコライス

江戸前寿司

カレーライス・シチュー

チャーハン

 アメリカ （n=100）

43.0

42.0

39.0

39.0

37.0

37.0

35.0

34.0

34.0

33.0

33.0

33.0

1

2

3

3

5

5

7

8

8

10

10

10

表７　今後、訪日旅行で飲食したいものベスト10（国別）  （単位＝％）

　

本
研
究
で
は
さ
ら
に
、
技
術
や
社
会
の

専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
こ

れ
ま
で
の
結
果
（
表
８
）に
時
代
の
変
化

を
加
味
し
た
予
測
も
行
っ
た
（
図
７
）。

　

日
本
人
旅
行
者
の
根
本
的
な
カ
ス
タ
マ

ー
ニ
ー
ズ
は
、
な
く
な
り
は
し
な
い
も
の

の
縮
小
す
る
。
し
か
し
そ
れ
を
補
う
よ
う

に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
化
し
た
訪
日
外
国
人
の

「
日
本
文
化
体
験
」志
向
が
入
っ
て
き
て
、

日
本
の
観
光
資
源
は
見
直
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

同
時
に
、
技
術
を
背
景
に
し
た
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
よ
り
、
た
と

え
ば
仕
事
を
し
な
が
ら
旅
を
す
る
な
ど
旅

と
日
常
が
シ
ー
ム
レ
ス
化
し
、
新
た
な
観

光
価
値
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
観

光
業
界
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
市
場
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　

た
と
え
ば
宿
は
、
訪
日
外
国
人
の
増
加

に
伴
い
、
外
資
な
ど
の
新
規
参
入
で
競
争

激
化
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
人
旅
行
者
も

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
細
分
化
。
同
時
に
人

口
減
に
よ
り
人
材
確
保
も
難
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、
強
み
を
生
か
し
た
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
な
宿
（
専
門
宿
）へ
進
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
地
域
で
は
、
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
は
ま
す
ま
す
上
が
る
な
か
、
高
齢
化
に

よ
る
人
材
や
税
収
不
足
で
対
応
は
ま
す
ま

す
難
し
く
な
る
。
小
さ
い
観
光
地
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
そ

の
た
め
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
民
間

の
力
を
取
り
入
れ
、
行
政
は
環
境
整
備
に

徹
す
る
形
が
基
本
と
な
る
だ
ろ
う
。

新
た
な
需
要
創
造
に
よ
り

地
域
資
源
が
見
直
さ
れ
る

観
光
業
界
の
量
的
・
質
的
変
化
と
、
社
会
の
変
化
を
合
わ
せ
て
見
え
て
き
た
、

今
後
の
展
望
と
、
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

外
国
人
目
線
に
よ
る
観
光
資
源
の
見
直
し
と

社
会
の
変
化
が
新
た
な
観
光
市
場
づ
く
り
の
カ
ギ

まとめ

図7　カスタマーニーズの変化と新たな需要創造の可能性

時代を背景とした
新たな観光の価値

訪⽇外国⼈観光客
による新視点の

観光の価値

リピーターが
増えると⽇本⼈に

近づいてくる

訪⽇外国⼈
観光客

増加
（リピーターも増加）

⽇本⼈
旅⾏者

減少

新たな
市場の創造

⽇本の
観光資源の
⾒直し

シェアリング
エコノミー

（シームレス化、
コミュニケーション

需要）

根本的な
カスタマー
ニーズ

（温泉、宿、⾷）

和体験
⽇本⽂化
異⽂化の⽇常

2030年 観光の未来

2030年
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ここまで見てきた2030年の観光業界のイメージを、
イラストマップでストーリー化＆ビジュアル化。自地域がとるべき
ポジション、取り組む方向を探してみていただきたい。

知名度の高い観光地
（北海道､沖縄､京都､箱根等）は

誰が訪れても楽しめるよう
整備された

アソート型観光地になる。

有名観光地には
外国人が溢れ、
外国人好みの

体験コンテンツが
主力商品に。

リピーターや富裕層が増え、
世界遺産をグライダーで

見学したり、国立公園内に
宿泊施設ができるなど、

海外リゾートのように洗練された
旅行商品が開発されていく。

宿泊施設のプランは
一気に多様化する。

日帰りや宿泊旅行といった
既成概念は薄れていく。

2030年、観光の世界はこうなる！

大胆未来予想図

知名度の低い観光地は、
国や年代などによって

セグメントされた
ターゲット特化型観光地に。

日本人だけが好む
観光地も出現し

特に神社仏閣が注目され､
泉質の良い鄙びた

秘湯温泉地などが人気となる。

日本の観光地にいるのは
3分の2近くが

訪日外国人観光客となる。

宿は人手をかけた高級宿と、
AIやロボットによって
人を介さずに泊まれる
格安宿に二極化する。

旅館は夕食や接客も含め
「体験施設」としての新たな
付加価値を備えるようになる。

「和体験」のできる宿泊施設として
外国人にも人気に。

外国人が多い場所を好まない
通な外国人観光客は、

日本人好みの鄙びた温泉地や
地方を訪れるようになる。

単身者の増えた日本人による
サードプレイス的な
「コミュ宿ニーズ

（コミュニケーション需要）」
が増える。

二極化の陰で、経営判断力や
後継者のいない宿が

淘汰されていく。

旅行の概念がシームレス化し、
観光地でリモートワークを
したり、出張先に家族を

連れてくるなど、フレキシブルな
旅行スタイルが増える。
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日
本
の
観
光
は
こ
れ
か
ら
外
資
の
時

代
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
日
本
の
観
光
は
日
本
人
の
た
め
だ
け

の
も
の
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
閉
鎖
的
、

か
つ
価
格
帯
も
低
す
ぎ
て
参
入
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

外
国
人
観
光
客
が
増
え
、
あ
る
程
度
の

高
価
格
帯
も
受
け
入
れ
る
人
が
増
え
た

今
、
競
争
力
の
あ
る
外
資
が
ブ
ラ
ン
ド

で
勝
負
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
大
手
外
資
が
日
本
の
中
小
チ
ェ

ー
ン
を
買
収
し
て
展
開
す
る
例
も
増
え

る
の
で
は
。
利
益
が
外
国
に
流
れ
る
部

分
は
あ
る
と
は
い
え
、
集
客
力
の
あ
る

大
手
外
資
に
き
ち
ん
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

さ
れ
、
雇
用
も
発
生
し
て
、
地
域
の
も

の
が
消
費
さ
れ
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て

も
決
し
て
悪
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ゾ
ー
ト
も
、
外
資
の
資
金
で
成
功

す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
今
の
日
本
に
は
本
格
的
な
リ

ゾ
ー
ト
が
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
の

問
題
は
、
景
観
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
各
リ
ゾ

ー
ト
が「
点
」で
運
営
さ
れ
て
い
て
、バ

リ
島
の
よ
う
な
「
面
」の
展
開
で
は
な

い
た
め
、
せ
せ
こ
ま
し
い
印
象
が
あ
る

の
で
す
。
景
観
を
含
め
た
建
築
規
制
等
、

安
心
し
て
投
資
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き

れ
ば
、
外
資
の
大
資
本
が
入
っ
て
成
功

す
る
例
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
技
術
。

も
と
も
と
観
光
産
業
は
、
情
報
そ
の
他

の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と

で
お
金
を
得
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
今

は
お
客
さ
ん
が
自
分
で
行
き
先
を
選
べ

る
時
代
。
残
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は

言
葉
と
移
動
く
ら
い
で
す
が
、
今
や
言

葉
は
Ａ
Ｉ
で
か
な
り
カ
バ
ー
で
き
ま
す

し
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
は
自
動
運
転

の
技
術
も
進
ん
で
移
動
の
問
題
も
か
な

り
解
決
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
解
決
が
必
要
な
く
な
れ

ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
差
別
化
は
困
難
。

今
後
は
、
技
術
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
、
た
と
え
ば
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
や
希

望
に
細
や
か
に
応
え
る
配
慮
が
、
今
ま

で
以
上
に
評
価
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

訪
日
市
場
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
大
量
の
旅
行
者
を
連
れ
て
く
る
の
は

今
後
も
難
し
い
で
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
に

も
欧
米
の
旅
行
者
の
多
い
国
は
あ
り
ま

す
が
、
英
語
が
通
じ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
香
港
、
歴
史
的
に
西
欧
の
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
発
展
し
た
タ
イ
な
ど
で
す
。
日

本
は
そ
の
ど
の
条
件
に
も
当
て
は
ま
り

ま
せ
ん
。
欧
米
の
旅
行
者
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
広
げ
る
う
え
で
必
要
な
存
在
で
は

あ
り
ま
す
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
れ
る

の
は
距
離
的
に
近
い
ア
ジ
ア
人
だ
け
。

フ
ラ
ン
ス
だ
っ
て
、
観
光
客
の
80
％
は

近
隣
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
な
わ
け

で
、
そ
れ
で
何
ら
問
題
は
な
い
の
で
す
。

　

と
く
に
重
要
な
市
場
は
や
は
り
中
国
。

低
成
長
化
し
た
と
は
い
え
中
間
所
得
層

は
今
よ
り
も
増
え
ま
す
し
、
一
方
で
中

国
国
内
の
観
光
地
は
ま
だ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
稚
拙
で
楽
し
め
ず
、
そ
れ
な
ら
ば

同
程
度
の
費
用
で
行
け
る
日
本
が
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
ぐ
そ
ば
に
こ

ん
な
に
膨
大
な
市
場
が
あ
る
こ
と
は
、

実
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
左
右
す
る
の
は
外
資
と
技
術

本
格
的
な
リ
ゾ
ー
ト
誕
生
も
こ
れ
か
ら
で
す

今
回
の
研
究
で
は
、
各
種
調
査
結
果
や
予
測
を
も
と
に
業
界
の
識
者
に
も
話
を
聞
い
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
富
裕
層
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
地
域
…
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
考
え
る
、

リ
ア
ル
な
「
観
光
の
未
来
」に
つ
い
て
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
お
伝
え
す
る
。

業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
語
る

そ
れ
ぞ
れ
の
２
０
３
０
年
、観
光
の
未
来

国連世界観光機関
駐日事務所代表
本保芳明氏
ほんぽ・よしあき●1949年、北海
道生まれ。 東京工業大学大学院
社会理工学専攻修了。1974年運
輸省入省（航空局総務課）。1991
年経済協力開発機構（OECD）日
本政府代表部参事官。その後、運
輸省運輸政策局観光企画課長、
国土交通大臣房総合観光政策審
議官などを歴任、2008年10月、
初代観光庁長官に就任。2015
年、首都大学東京特任教授（現
任）。2016年、国連世界観光機
関駐日事務所代表に就任、現在
に至る。
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2030年 観光の未来

　

観
光
産
業
は
災
害
や
伝
染
病
、
政
治
、

経
済
に
大
き
な
影
響
を
受
け
や
す
い
産

業
。
と
く
に
近
い
国
の
ほ
う
が
影
響
を

受
け
や
す
い
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
訪

れ
て
い
る
絶
対
数
が
大
き
い
か
ら
。
欧

米
の
人
は
長
い
休
暇
を
取
る
こ
と
が
で

き
、
長
期
滞
在
す
る
分
消
費
額
も
大
き

い
の
で
、
彼
ら
を
大
事
に
す
る
の
も
理

解
で
き
る
の
で
す
が
、
や
は
り
頻
繁
に

来
る
こ
と
が
で
き
て
人
数
も
多
い
ア
ジ

ア
人
客
を
大
事
に
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

観
光
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
満

足
度
。
口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が

る
の
は
満
足
度
だ
か
ら
で
す
。
国
際
的

に
み
る
と
日
本
は
か
な
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
。

人
が
親
切
で
、
安
全
で
、
食
事
が
お
い

し
く
、
独
自
の
文
化
や
歴
史
、
豊
か
な

自
然
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
さ
も
、
高
い
満
足
度
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
海
外
で
日
本
人
と
交
流

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
日
本
に
来
た
く

な
る
人
も
多
い
ん
で
す
よ
。
私
自
身
も
、

留
学
先
の
カ
ナ
ダ
で
、
優
し
く
て
思
い

や
り
の
あ
る
日
本
人
と
出
会
っ
た
こ
と

が
日
本
に
来
た
い
と
思
っ
た
理
由
で
し

た
。
日
本
の
Ｐ
Ｒ
に
は
、
海
外
へ
の
留

学
生
が
増
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

　

訪
日
客
に
は
旅
館
よ
り
ホ
テ
ル
が
人

気
と
の
話
で
す
が
、
私
自
身
は
旅
館
の

魅
力
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
日
本
文
化
を
全
て
体
験

で
き
る
か
ら
。
畳
の
部
屋
で
、
浴
衣
を

着
て
、
ふ
と
ん
で
寝
る
。
食
事
も
伝
統

的
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
全
部
で
き
る

の
は
ど
の
国
の
人
に
と
っ
て
も
魅
力
的

で
す
。
欠
点
は
価
格
が
高
く
食
事
が
立

派
す
ぎ
て
連
泊
す
る
に
は
厳
し
い
こ
と
。

と
は
い
え
食
事
も
魅
力
の
一
つ
な
の
で
、

全
て
素
泊
ま
り
と
い
う
の
も
残
念
で
す
。

食
事
付
き
と
素
泊
ま
り
を
使
い
分
け
ら

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

旅
館
は
格
好
の「
日
本
体
験
」施
設

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
日
本
人
は
海
外
に
出
よ
う

日
本
の
地
域
は
外
国
の
富
裕
層
に
も
魅
力
的

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
め
ば
必
ず
評
価
さ
れ
る

ジャパンガイド株式会社
代表取締役社長
ステファン・
シャウエッカー氏
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こ
れ
か
ら
の
宿
が
お
客
様
を
獲
得
し

て
い
く
に
は
、
誰
向
け
の
ど
う
い
う
宿

か
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
が
今
沖
縄
で
計
画
し
て
い
る
の

は
大
人
リ
ゾ
ー
ト
を
演
出
す
る
ホ
テ
ル
。

幅
広
い
顧
客
層
を
取
り
込
む
ホ
テ
ル
が

多
い
沖
縄
で
、
２
人
客
に
特
化
し
、
全

エ
リ
ア
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る

つ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
の
富
裕
層
の
お
客
様
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
と
て
も
重
視
さ
れ
ま
す
。
旅

館
で
ス
ト
レ
ス
に
な
る
の
も
こ
の
点
。

「
座
敷
に
通
さ
れ
て
す
ぐ
朝
食
の
時
間

を
聞
か
れ
、
翌
朝
は
閉
め
て
お
い
た
鍵

を
中
居
さ
ん
が
開
け
て
布
団
を
上
げ
に

来
た
」と
い
う
困
惑
の
声
を
聞
き
、
私

た
ち
の
富
裕
層
向
け
旅
館
で
は
そ
れ
ら

を
す
べ
て
や
め
ま
し
た
。
日
本
の
富
裕

層
の
場
合
は
食
が
課
題
。
10
年
ほ
ど
前

の
話
で
す
が
、
東
京
で
普
段
１
人
１
・

５
万
円
く
ら
い
の
食
事
を
し
て
い
る

方
々
に
、
い
わ
ゆ
る
高
級
旅
館
が
出
し

て
い
た
の
は
７
〜
８
０
０
０
円
程
度
の

食
事
。
こ
れ
を
日
ご
ろ
の
食
事
に
応
じ

た
レ
ベ
ル
に
変
え
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
平
均
10
万
円
の
単
価
も
支
持
さ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
来
日
す
る
よ
う

な
層
に
は
、
ア
ク
セ
ス
や
受
け
入
れ
の

問
題
で
旅
館
が
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
も
。
こ
う
し
た
層
も
取
り
込
む
べ

く
、
日
本
全
体
で
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
リ
ゾ
ー
ト
そ
の
も
の
は
、

こ
う
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
な
お
客
様
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
。
重
要
な
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
持
つ
力
を
見
極
め
、

地
域
と
融
合
し
、
歴
史
や
文
化
を
サ
ー

ビ
ス
や
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
歴
史
や
文
化
の
表
現
は
、

外
国
人
、
日
本
人
に
関
わ
ら
ず
今
後
も

と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

カトープレジャーグループ
代表取締役兼CEO
加藤友康氏
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
今
後
に
つ
い
て
は
、

「
隣
国
、
中
国
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い

の
は
当
然
」と
ど
れ
だ
け
納
得
で
き
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
中
国
人
は
実
は

日
本
が
大
好
き
。
私
の
実
家
の
家
電
は

日
本
製
品
ば
か
り
で
す
し
、
日
本
製
の

商
品
な
ら
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
箸
ま
で
何

で
も
質
が
い
い
と
人
気
で
す
。
日
本
が

好
き
で
な
け
れ
ば
こ
ん
な
に
買
わ
な
い

し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
人
だ
と
い
う

だ
け
で
拒
否
感
を
持
た
れ
る
こ
と
に
は

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
日

本
人
に
は
中
国
人
に
先
入
観
を
持
た
ず

も
っ
と
寛
容
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
訪

日
中
国
人
の
消
費
額
が
ど
れ
ほ
ど
に
な

る
か
、
素
直
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
中
国
の
富
裕
層
に
対
す
る
認
識

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
今
や
中
国
で

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ラ
ン
チ
が
１
０

０
元
（
１
７
０
０
円
）ほ
ど
。グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
で
は
日
本
社
員
よ
り
中
国
社
員

の
給
料
が
上
回
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

20
年
で
経
済
が
10
〜
20
倍
に
成
長
し
て

い
て
、
日
本
と
比
べ
て
も
相
対
的
に
豊

か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
ま
ず

は
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

観
光
に
お
け
る
日
本
の
強
み
は
実
は

曖
昧
。タ
イ
が
「
微
笑
み
の
国
」と
い
わ

れ
る
の
は
、
仏
教
徒
が
多
く
、
人
が
優

し
く
、
物
価
が
安
く
気
楽
に
過
ご
せ
る

点
を
き
ち
ん
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
し
て

い
る
か
ら
で
す
が
、
日
本
は
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
意
識
が
向
い
て
お
ら
ず
、
戦

略
的
に
も
八
方
美
人
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
強
み
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
で
、
私
が
い
い
と
思
う
こ
と
の

一
つ
は
「
便
利
さ
」。ど
ん
な
田
舎
に
も

コ
ン
ビ
ニ
や
銀
行
が
あ
り
、
何
で
も
安

く
買
え
る
か
ら
、
手
ぶ
ら
で
何
日
も
国

内
旅
行
が
で
き
る
。
こ
れ
は
他
の
国
に

は
な
い
こ
と
。
そ
う
い
う
強
み
を
、
し

っ
か
り
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
城
崎
温
泉
で
は
、
年
間
宿
泊

者
数
が
約
70
万
人
、
う
ち
外
国
人
が
４

万
人
泊
。
２
０
２
０
年
に
は
こ
れ
を
、

外
国
人
10
万
人
泊
、
全
体
で
80
万
人
泊

に
す
る
の
が
目
標
で
す
。

　

他
の
地
方
と
同
様
、
城
崎
周
辺
で
も

人
口
減
少
が
激
し
く
、
２
０
１
０
年
か

ら
の
30
年
間
で
現
役
世
代
は
半
減
す
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
定
住

人
口
の
減
少
を
、
観
光
客
を
中
心
と
し

た
交
流
人
口
増
で
賄
う
計
画
で
す
が
、

今
で
す
ら
働
き
手
が
足
り
な
い
状
態
で
、

２
０
２
５
年
以
降
、
地
域
に
観
光
客
を

引
き
込
む
だ
け
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
維
持

で
き
る
の
か
と
い
う
点
が
課
題
で
す
。

　

と
は
い
え
、
旅
館
サ
ー
ビ
ス
で
喜
ば

れ
て
い
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
「
人
と

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。
最
近

は
外
国
人
旅
行
者
の
情
報
源
で
も
「
口

コ
ミ
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
て
、
こ

れ
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
旅
館
で
も
、

料
理
の
部
屋
出
し
に
こ
だ
わ
り
、
フ
ァ

ン
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
海
外
の

方
向
け
に
は
日
本
文
化
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
会
話
ア
プ
リ
を

作
っ
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

力
化
等
、
と
く
に
裏
方
の
業
務
改
善
を

進
め
て
生
産
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
シ
フ
ト
や
労
務
管

理
、
人
事
評
価
等
も
同
様
で
す
。
ま
た
、

地
方
で
は
２
次
交
通
が
弱
い
た
め
、
自

動
運
転
技
術
に
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

行
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で
滞
在
日
数

が
伸
び
、
一
人
当
た
り
の
消
費
額
の
増

大
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
つ
つ
、
旅
館
文
化
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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実
は
日
本
好
き
、
経
済
的
に
も
成
長
し
た

中
国
へ
の
先
入
観
な
き
目
が
成
功
の
一
歩

課
題
は
訪
日
外
国
人
増
と
人
手
不
足

技
術
を
活
用
し
つ
つ
旅
館
文
化
を
守
り
た
い

2030年 観光の未来

　

外
国
人
旅
行
者
の
増
加
に
伴
っ
て
泊

食
分
離
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
の
は
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
旅
館
は
単
純
に
泊

食
分
離
す
べ
き
な
の
か
？　

旅
館
＝
宿

泊
施
設
と
捉
え
る
と
そ
う
い
う
議
論
に

な
る
の
で
す
が
、
私
は
旅
館
＝
体
験
施

設
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
で
勝
負
す
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
食
は
そ
の
特

徴
の
一
つ
で
、
形
だ
け
泊
食
分
離
を
取

り
入
れ
れ
ば
価
値
が
減
じ
て
し
ま
う
。

む
し
ろ
大
切
な
の
は
各
旅
館
が
「
強
み

を
生
か
す
」こ
と
。
昔
の
旅
館
は
、
和

食
も
洋
食
も
出
す
、
結
婚
式
が
で
き
る

な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
が
、
顧
客
の
成
熟
、
労
働
力
不

足
な
ど
の
事
情
か
ら
、
今
は「
何
で
も
」

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
「
う
ち
は

こ
れ
」と
い
う
部
分
を
強
化
し
て
い
か

な
い
と
経
営
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
よ
い
の
で
す
が
、

組
織
の
話
を
す
る
前
に
、「
う
ち
は
こ

う
い
う
地
域
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
共
有
す
る
こ
と
が
先
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
市
町
村
の
高
齢
者
医

療
費
が
増
大
し
、
観
光
宣
伝
費
が
削
ら

れ
る
の
は
明
ら
か
。
そ
う
な
れ
ば
、
た

と
え
ば
駅
前
で
客
引
き
行
為
を
行
っ
て

と
に
か
く
そ
の
日
の
売
上
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
よ
う
な
施
設
も
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
行
為
で
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
毀
損
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、
独
自
財
源
の
確
保
は
必
須
。
利

用
者
に
気
持
ち
よ
く
観
光
税
を
払
っ
て

も
ら
い
、
地
域
に
還
元
す
る
流
れ
を
作

る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

旅
が
多
様
化
し
て
い
く
感
覚
は
強
く

あ
り
ま
す
。
年
に
一
度
１
泊
２
食
で
豪

遊
す
る
と
い
う
形
は
ま
ず
崩
れ
、
旅
先

で
仕
事
を
す
る
人
も
増
え
る
だ
ろ
う
し
、

車
中
泊
な
ど
も
、
今
後
も
っ
と
快
適
に

な
れ
ば
そ
れ
向
け
の
商
売
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
５
年
10
年
で
宿
泊
業

は
劇
的
に
変
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

旅
館
も
地
域
も
ま
ず
強
み
を
持
つ
こ
と
か
ら

予
算
不
足
を
補
う
に
は
「
観
光
税
」も
必
要

株式会社いせん
代表取締役
雪国観光圏代表
井口智裕氏

担 当 研 究 員より

いぐち・ともひろ●1973年新潟
県南魚沼郡湯沢町生まれ。1996
年、EASTERN WASHINGTON 
UNIVERSITY修了後、株式会
社湯沢ビューホテルいせん入社。
2005年、株式会社いせん代表
取締役に就任。2008年、「雪国
観光圏」の立ち上げ、運営に尽
力。2013年、一般社団法人雪国
観光圏を設立し代表理事に就任。
合同会社雪国食文化研究所代
表社員、観光庁観光産業政策検
討委員なども務める。

　神社仏閣や着物を想像してくる訪日外国人は、シ
ョッピングモールやチェーン店の並ぶ大通りにがっ
かりすることも多いだろう。こういったシーンを減ら
すために、多少アーティフィシャルでも「日本っぽい
日本」を演出していくことがこの先増えるのだろうか。
　将来日本人市場は縮小し、訪日市場が拡大する。
地域はインバウンドにシフトしたほうがいいのだろう
か。例えばテーマパークはインバウンドを視野に入れ
ないと正直今後は厳しくなるだろう。逆にアクティブ
な資源が少ない地域は、無理にインバウンドに取り
組んでも、ニーズに応えられない可能性もある。
　しかし最も重要なのは、地域がどういう道筋を歩
みたいのかという意思である。一般的な民間のマー
ケティングと異なり観光の難しいところは、商品（資
源）やサービスが地域と住民とその生活に属すると
ころだ。そして外野がいかに戦略を提案しても、こ
ればかりは地域の人たちで決めるしかない。地域を
一人の人としてみた場合、その人生は他者が決める
べきではなく、自分で決めるべきなのだ。
　サービス提供者である企業がどのような哲学を持
って価値を提供していくかという「コーポレート・アイ
デンティティ」という概念がある。地域においてはい
わば「地域アイデンティティ」が足りないのではない
か。目先の利益に囚われたり、外野の言いなりにな
ってしまったりせず観光に携わる一人ひとりがマー
ケティングを理解することが必要なのだろう。
　「地域アイデンティティ」のない地域は、ハリボテ
のようになっていくだろう。2030年にはおそらく、ハ
リボテとそうでない地域とがはっきりと目に見える差
となって表れてくるはずだ。

大きく変化する観光市場
地域を守るサステナブルな運営には
一人ひとりのマーケティング力が必須

じゃらんリサーチセンター研究員

森戸香奈子
研究員、『とーりまかし』デスク。「じゃらん宿
泊旅行調査」「ご当地調査」などＪＲＣの調
査を主に担当。
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